
⾃由権規約第７回⽇本政府報告書審査の
総括所⾒を活かすための院内集会

昨年10⽉13⽇及び14⽇に国連の⾃由権規約委員会による第7回⽇本政府報告書審査が⾏われ、
⾃由権規約の国内実施・履⾏状況に関する評価と勧告をまとめた総括所⾒が公表されました。
個⼈通報制度を定める選択議定書の批准、政府から独⽴した国内⼈権救済機関の設置及び包括
的な差別禁⽌法の制定など、⽇本の⼈権保障を国際⽔準に近づける多くの勧告がなされました。
本院内集会では、総括所⾒において⾃由権規約委員会は⽇本政府にどのような改善を求めてい
るかを明らかにし、今後、総括所⾒で指摘された事項を実現するための活動について考えます。

✔ プログラム
1. 報告「第７回⽇本政府報告書の実情と総括所⾒の意義、今後の課題」
2. 質疑応答・政府との対話 3. 国会議員のご挨拶

主催︓⽇本弁護⼠連合会 お問合せ先︓⽇本弁護⼠連合会企画部国際課 電話︓03-3580-9741
（個⼈情報に関する記載）ご提供いただいた個⼈情報は､⽇本弁護⼠連合会の個⼈情報保護⽅針に従い厳重に管理し､本院内集
会の運営のために利⽤します。また､この個⼈情報は､参加者の⽅またはその他の関係者が新型コロナウイルス感染症の陽性診
断を受けたことが判明した場合の対応業務にも利⽤します。この場合、必要に応じて保健所等の公的機関に対して収集した個
⼈情報を提供し、感染拡⼤防⽌策を講じることがありますので、同意の上でお申し込みください。その他の個⼈情報の取り扱
いについての記載は、⽇本弁護⼠連合会ウェブサイトの本イベントページをご確認ください。
また、⽇本弁護⼠連合会では、本院内集会の内容を記録し、成果普及に利⽤するため、会場での写真撮影を⾏っております。

撮影した写真は、⽇本弁護⼠連合会の会員向けの書籍のほか、⽇本弁護⼠連合会のウェブサイト、パンフレット、⼀般向けの
書籍等にも使⽤させていただくことがあります。報道機関による取材も予定されており、撮影された写真はテレビ、新聞等の
各種媒体において利⽤されることがあります。撮影されたくない参加者の⽅は担当者に申し出てください。

⽇時 2023年1⽉17⽇(⽕)11:30〜13:00（11:00開場予定）

場所 参議院議員会館1階講堂
※Zoomウェビナーによるオンライン配信あり
※事前申込制（2023年1⽉16⽇(⽉)午後1時締切）※参加費無料

▼お申込み⽅法（申込票）▼ ※本紙から、FAXでお申し込みください。
■国会議員の皆様 【返信先FAX︓03-3580-9840 担当︓⽇本弁護⼠連合会国際課】
①ご芳名（ ） ②ご所属議院︓□衆議院 □参議院
③ご所属政党（ ）
④ご出席者︓ □ご本⼈ □代理の⽅（お名前︓ ）
⑤ご出席⽅法︓□会場 □オンライン（要メールアドレス） □ご⽋席
⑥連絡先電話番号（ ）
⑦連絡先メールアドレス（オンラインの場合必須）（ ）
⑧ご⽋席の⽅で、本院内集会へメッセージをお寄せいただける場合は、ご記⼊く
ださい︓

■報道関係者・弁護⼠・⼀般参加者の皆様
ウェブ回答フォーム＜https://form.qooker.jp/Q/auto/ja/dai7shukaimo/1221/＞または下記

⼆次元バーコードからお申し込みください。
※定員になり次第、会場参加を締め切らせていただきます。なお、新型コロナウイルスの感染拡⼤状況によって
は、会場参加のご希望をいただいた⽅にもオンラインでのご参加をお願いする場合があります。

最寄駅 東京メトロ
「国会議事堂前」「永⽥町」


